
適用害虫と使用方法

本資料は2023年12月現在の知見に基づいて作成しています。

○使用前にはラベルをよく読んでください。 　○ラベルの記載以外には使用しないでください。 　○本剤は小児の手の届く所には置かないでください。
○使用後の空容器・空袋などはほ場などに放置せず、適切に処理してください。　○防除日誌を記帳しましょう。

トレボンは三井化学クロップ＆ライフソリューション（株）の登録商標です。トレボンは三井化学クロップ＆ライフソリューション（株）の登録商標です。
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使用上の注意事項

ケムシ類、シャクトリムシ類
オビカレハ
ケムシ類、シャクトリムシ類
オビカレハ
ツツジグンバイ
ケムシ類、シャクトリムシ類
オビカレハ
コナジラミ類
ケムシ類、シャクトリムシ類
オビカレハ
クロマダラソテツシジミ
シロイチモジヨトウ
ヨトウムシ
ヒラズハナアザミウマ
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ハスモンヨトウ

つつじ類

ポインセチア
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本剤及びエトフェンプロックス
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殺虫剤

きく
カーネーション

（花および樹木類のみ抜粋）

取り扱いメーカー

トレボン乳剤：16758号　クミアイトレボン乳剤：17168号　サンケイトレボン乳剤：17169号

クミアイ化学工業株式会社、サンケイ化学株式会社、ホクサン株式会社、三井化学クロップ＆ライフソリューション株式会社

トレボン乳剤 有効成分：エトフェンプロックス 20.0％ 農林水産省登録

     効果・薬害等の注意事項
●使用量に合わせ薬液を調製し、使いきってください。
●蚕に対して長期間毒性があるので、近くに桑園がある場
合には絶対に桑葉にかからないようにしてください。

●散布器具、作業衣等は桑用と必ず区別してください。
●ミツバチに対して影響があるので、以下のことに注意し
てください。

 1）ミツバチ等の巣箱及びその周辺に飛散するおそれが
ある場合には使用しなでください。

 2）関係機関(都道府県の農薬指導部局や地域の農業団
体等)に対して、周辺で養蜂が行われているかを確認
し、養蜂が行われている場合は、関係機関へ農薬使
用に係る情報を提供し、ミツバチの危害防止に努め
てください。

●本剤のかんきつ、茶での散布は、場合によりハダニ類が
ふえることがあるので注意してください。

●ねぎのシロイチモジヨトウの防除に使用する場合は、食
入前の若令幼虫期に散布してください。

●きくのアブラムシ類への使用にあたっては、一部地域の
ワタアブラムシでは効果が劣ることがあるので使用を
さけてください。

●採種用とうきに使用する場合は、根部及び葉を収穫せ
ず、種子の収穫に限ってください。

●水耕栽培に使用する場合、本剤を使用した施設からの
廃液をかんがい水路、排水路、河川等には絶対に流さ
ず、適切に処理してください。

●本剤を本田の水稲に対して希釈倍数300～600倍で
散布する場合は、所定量を均一に散布できる乗用型の
速度連動式地上液剤少量散布装置を使用してくださ
い。

●本剤は自動車等の塗装面に散布液がかかると変色する
おそれがあるので、散布液がかからないよう注意して
ください。
●本剤の使用に当っては使用量、使用時期、使用方法を誤
らないように注意してください。とくに適用作物群に属
する作物又はその新品種に本剤を初めて使用する場合
は、使用者の責任において事前に薬害の有無を十分確
認してから使用してください。なお、病害虫防除所等関
係機関の指導を受けることが望まです。

     安全使用上の注意
●誤飲などのないよう注意してください。誤って飲み込ん
だ場合には吐かせないで、直ちに医師の手当を受けさ
せてください。本剤使用中に身体に異常を感じた場合に
は直ちに医師の手当を受けてください。

●本剤は眼に対して強い刺激性があるので、散布液調製
時には保護眼鏡を着用して薬剤が眼に入らないよう注
意してください。眼に入った場合には直ちに十分に水洗
し、眼科医の手当を受けてください。
●原液は皮膚に対して刺激性があるので皮膚に付着し
ないよう注意してください。付着した場合には直ちに

石けんでよく洗い落としてください。
●使用の際は農薬用マスク、手袋、長ズボン・長袖の作業
衣などを着用してください。

●作業後は手足、顔などを石けんでよく洗い、洗眼・うが
いをしてください。

●街路、公園等で使用する場合は、散布中及び散布後(少
なくとも散布当日)に小児や散布に関係のない者が散布
区域に立ち入らないよう縄囲いや立て札を立てるなど
配慮し、人畜等に被害を及ぼさないよう注意を払ってく
ださい。

●水産動植物(甲殻類、冷水魚)に影響を及ぼすので、河
川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意して使用して
ください。養殖池等周辺での使用はさけてください。な
お、比較的低濃度でも魚が平衡失調を起こすおそれが
あるので、十分注意してください。

●散布後は水管理に注意してください。
●使用残りの薬液が生じないように調製を行い、使いきっ
てください。散布器具及び容器の洗浄水は、河川等に流
さないでください。また、空容器、空袋等は水産動植物
に影響を与えないよう適切に処理してください。

●危険物第四類第二石油類に属するので、火気には十分
注意してください。

保管：火気をさけ、直射日光が当らない低温な場所に密栓
して保管してください。

TRE2EJ0A



■トレボン乳剤の緑化樹木に対する薬害試験
　   （三共株式会社、平成3年）

■トレボン乳剤の緑化樹木に対する薬害試験
　  （三重県林業技術センター、滋賀県森林センター、昭和60年）

●：薬害なし●：薬害なし　ー：試験しなかった
1）：イロハカエデ
2）：イロハモミジ、コハウチワカエデ、オオモミジ

●：薬害なし　ー：試験しなかった
1）：ウツクシマツ　2）：スズカケノキ　3）：イタリアポプラ
4）：ギンマサキ　5）：キリン

●試験の時期：5月7日～18日（各種緑化木の展葉期）。●供試薬剤：第1回試験トレボン
乳剤4000倍、第2回試験トレボン乳剤1000倍。●散布方法：肩掛噴霧機で葉の裏表に
十分散布。

■トレボン乳剤の緑化樹木に対する薬害試験
　 （熊本県林業研究指導所、福岡県林業試験場、平成3、4年）

＊は投与限界量以上

投与方法
経口 LD50 mg/kg
経皮 LD50 mg/kg
吸入 LC50 mg/m2

ラット
>40000＊
>2000＊
>5900＊

マウス
>100000＊
>2000＊
ー

■長期毒性
マウスおよびラットに対する亜急性毒性試験、慢性毒性試験ならびに、イヌに対す
る慢性毒性試験を実施しております。また、マウス・ラットに対する発癌性試験なら
びにラットおよびウサギに対する催奇形性試験・変異原性試験を実施しております
が、いずれの結果も陰性であることが確認されております。

この他、ラットおよびマウスの雌・雄に対する皮下および腹腔内投与における半数
死亡投与量（LD50）値も、いずれも投与限界量を上回っております。

■眼・皮膚への刺激性
ウサギを用いた、眼および皮膚の一次刺激性試験の結果、いずれも刺激性は
みられませんでした。

■鳥類に対する毒性
マガモに対し急性経口毒性試験を行った結果、2000mg/kgの投与で１例の
死亡例もありませんでした。
さらに観察期間中を通じて中毒症状はみられず、体重増加量・飼料摂取量ともに
何ら影響は認められませんでした。

緑化樹・花の重要害虫に高い効果を発揮 人畜・鳥類への毒性が低い殺虫剤
公園・庭園や街路樹、花の害虫防除は安全性の高いものを選ぶ必要があります。トレボンの有効成分のエトフェン
プロックスは、人畜・鳥類への毒性が非常に低く、一般の人々にたえず利用される環境での使用に適した殺虫剤
です。

トレボンは樹木類の重要害虫アメリカシロヒトリ、触れるとかぶれるチャドクガなどのケムシ類、つつじに発生する
ツツジグンバイなど、幅広い害虫に即効的な効果を発揮します。また、樹木類のほか、宿根かすみそう、りんどう、
きく、ゆり、カーネーション、トルコギキョウ、ポインセチアの害虫など、花の害虫防除にもご活用いただけます。

人畜・鳥類への影響

樹木に対する薬害試験結果
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ヤマフジ
ヤマモミジ
レモン

8年生

30年生

10年生
10年生
10年生
8年生
8年生
30年生
10年生
6年生
15年生
15年生
20年生
15年生
8年生
15年生
6年生
8年生
30年生
8年生
15年生
10年生
8年生
8年生
15年生
8年生
20年生
10年生
10年生
5年生
15年生
30年生
10年生
8年生
6年生
40年生
10年生
10年生
15年生
30年生
10年生
5年生
6年生
6年生

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

庭木

庭木
庭木
街路樹
盆栽
庭木
庭木
庭木
庭木
庭木
庭木
盆栽
畑
垣根
庭木
庭木
盆栽
庭木
庭木
畑
庭木
盆栽
垣根
盆栽
盆栽
庭木
盆栽
庭木
盆栽
畑
庭木
庭木
盆栽
盆栽
庭木
庭木
庭木
畑
庭木
庭木
盆栽
庭木
庭木

供試樹種（50音順） 樹齢（約） 4000倍 1000倍 参考事項散布7日後の調査
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供試樹種（50音順）
三重県林業技術センター 滋賀県森林センター

カエデ（平成3年）
ウメ（平成3年）
ウメ（平成4年）
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供試樹種（50音順）
〔試験年〕

熊本県林業研究指導所 福岡県林業試験場

■急性毒性：普通物

オビカレハ アメリカシロヒトリ チャドクガ エダシャク類

マツカレハ マイマイガ ツツジグンバイ アブラムシ類

トレボン乳剤の基本的特長

シロイチモジヨトウ ヨトウムシ ハスモンヨトウ ヒラズハナアザミウマ

展葉期散布
（1000倍）

夏葉期散布
（1000倍）

春葉期散布
（1000倍）

夏葉期散布
（1000倍）

展葉期散布
（1000倍）

夏期期散布
（1000倍）

春葉期散布
（1000倍）

夏葉期散布
（1000倍）

※｢毒物および劇物取締法｣（厚生労働省）に基づく、特定毒物、毒物、劇物
の指定を受けない物質を示す。

●有効成分：エトフェンプロックス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20．0％
　　　

●人畜毒性：普通物※

●性　　状：淡黄色澄明可乳化油状液体

■名称および化学構造
●一般名：エトフェンプロックス（etofenprox）
●商品名：トレボン® （Trebon®）
●化学名（IUPAC名）：2（ー4ｰエトキシフェニル）ー2ｰメチルプロピル
　　　                     ＝3ｰフェノキシベンジル＝エーテル
●分子式：C25H28O3
●分子量：376.5
●構造式：

神経軸索におけるナトリウムチャンネルの正常な働きを阻害すること
によって、活動電位の発生後の静止電位に戻る過程を阻害するものと
考えられています。

C2H5O C OCH2

CH3

CH3

CH2

O

有効成分

作用機構

危険物第4類第2石油類（非水溶性液体）

吸入：Huntingdon Research Centre
経口、経皮：食品薬品安全センター




